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認証食品ではない

X線照射(30 KV10 mAを8分(4Gy))は著しく細胞死やマウス脾臓リンパ球のDNA断片化を増加させることが示された.照射2時間

前のSMP前投与は,細胞生存率を高めることができ,更にSMPはX線誘発DNA損傷を低減することができた.

大豆ミール(SMP)由来多糖類はX線照射によって誘導されるマウス脾臓リンパ球の障害に対する防護効果を有する.SMPの防御

機構は,フリーラジカル消去活性及びDNA損傷防護効果に起因する.SMPはさまざまな有益な化学予防効果の目的で使用するこ

とができる.SMPの特定のコンポーネントにおけるさらなる研究及びin vivo試験によって,SMPの放射線防護効果を発揮する詳

細なメカニズムの解明が進められている.

マウス脾臓リンパ球でのX線放射線誘発損傷に対する大豆ミール由来多糖類の防護効果

本研究の目的は,マウス脾臓リンパ球のX線放射線誘発損傷での大豆ミール(SMP)由来多糖類の放射線防護効果を調査すること

である. MTTアッセイとコメットアッセイを放射線によって誘導される細胞死とDNA損傷からの防護に対するSMP能力を評価

するために実施した.その結果X線照射(30 KV10 mAを8分(4Gy))は著しく細胞死やマウス脾臓リンパ球のDNA断片化を増加さ

せることが示された.照射2時間前のSMP前投与は,細胞生存率を高めることができ,更にSMPはX線誘発DNA損傷を低減するこ

とができた.テールDNAとSMP基群のテールモーメントの割合は,放射線単独照射群(p<0.05)より有意に低かった.これらの結果

によりSMPは放射線防護剤の有力な候補であることが示唆された.

有効性評価が述べられている.

副作用は報告されていない.

γ線照射4時間後にMTTアッセイにより細胞活性を測定し,さらにコメットアッセイによりDNA損傷を測定した.
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ICR雄マウスからの摘出した脾臓中のリンパ球に対して培養を行い,大豆ミール由来多糖類添加(0,100,200,400μg/mL)による放

射線防護効果を評価した. 大豆ミール由来多糖類は照射2時間前に添加し, γ線照射は4Gyの単回照射を行った.


